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1. コン ドライ ト ･モデルのは じまb
『頓石の話 』に述べたように､Chondriteは太陽系の原始物質のなかの不
揮発性元素組成を､ほとん どそのまま表わ しているとい う考えが今 日有力であ
る｡ この考えが1950年代に有力になるにつれて､地球や月や火星は､その
ような物質が集ってできたと考え られるようになったq したがって､地球や月











る熟とは､ほとん ど同 じ値になることを示 した｡ このことも､コン ドライト･
モデルの一つの根拠 と考え られた｡

























を もつものと仮定 してみる｡ そ うすると､月の平均密度の計算値は､どれだけ
の量の0が化合 しているか､すなわちどの程度に酸化 していると考えるかに よ
って,変化 しうるはずのものである｡酸化が進んだ方が､平均密度は小さ くな




う仮定を持ちつづけて､月は 0だけでな く､H20 をも含むと考える道である｡











のおのおのについて､その何パ ーセン トが地殻に含まれているかを計算 してみ
た ｡ それによると､A,Bb,Cs などのアルカリは地球全体 の含有量の約 10
%が地殻に含まれている . ところが､Srは 16%､Baは 49%､Uに至って
は 62% が地殻に含まれていることになる. このようにアルカリの地殻へ の集
中度が悪 くて､アルカリ土類の方がよいとい うことは､ちょっとあbそ うもな
レ)ことである｡
⊥っの可能な解釈 としては､太陽系形成の初期にK,Rb,Cs などは高温を
うけて揮発 して逃げ､その残bのアルカリに乏 して物質か ら地球ができたのか
もしれない｡ しか し､ もしUやTh の含有量 をchondriT･eの程度とすると､
地球の表面から現在逃げつつある熟は､地球の内部で発生する熱よDも大きく
な b､地球は現在冷如 しつつあることになる｡
Tayユor(1964)は､同様の計算を＼もつと細か くやってみた｡ そ して､ほぼ同
じ結論に遷 した . お･そ ら(地球は､Chondrite よりもKが/少な く､UやTh
が多い組成をもつのであろうO その二つの効果がちょうど消 しあって､内部で
発生する熟はほぼ同じ量になるであろうと考えた｡
地球のマン トルにおけるRq/Sr比が､ chondrite におけるその比 よDも
小さい らしいとい うことは､Sr87/Sr86の測定か らも推定されている｡
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